
高 fJl1 

③ 

見守決

健康で勤労にはげむ明るい旧]にいたしましょう。

4除

， 

、スポーツの秋、 みんなで完定"

恒例の町民マラソン大会ガ、秋晴れの10月刊目、国道277号

線で行われました。

町内の各小中学校の児童生徒、 般の人々が参加、小学校

低学年の1同区聞から、 般6帥1区聞きで23組に分けて役場

前をスタ ト。沿道のお田さんだちの盛んな声援を浴びて市

街地から下種川の往復コ スを走り、巴ごろ鍛え疋健脚でみ

んな元気に完走レましだ。

(町民憲章より)



ぐ議会の動き

一
般
会
計
七
千
三
百
九
十
一

第
三
回
定
例
町
議

会
は
九
月
二
十
六

二
十
七
日
の
二
日
間

聞
か
れ
、

一
般
会
社
川
補
正
予
幻
な

ど
議
案
八
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
架
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
伎
の
各
会

計
決
算
抱
定
は
決
計
特
別
委

μ

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

成
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
三
行
九
十

二
万
五
下
川
が
追
加
さ
れ
.
干
鈴
総
州
制

は
三
十

一
億
七
千
二
百
七
十
五
万
八
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

迫
加
の
お
も
な
も
の
は
、
転
作
経
営

安
定
特
別
事
業
制
助
金
七
百
七
十
四
万

円
、
道
産
米
品
質
改
昔
総
合
対
策
事
業

制
助
金
八
行
三
十
万
三
千
円
、

mtm会

館
設
世
本
業
補
助
(八
来
日
ノ
下
・光
台

商
工
団
地
)
な
ど
に
百
四
十

二
万
円
、
農
地
流
動
化
製
励

A
E首
四
十
二
万
五
千
円
、
中

級
酪
股
振
興
対
策
補
助
金
(

除
』
機
)
二
行

一
万
六
千
円
、

松
岡
地
区
小
規
院
内
M
用
地
強

備
事
業
百
九
十
五
万
円
、
日

進
地
区
間
拓
地
内比
道
等
補
修

事
業
負
担
金
一二
百
七
十
五
万
、

八
束
ほ
場
繋
備
事
業
負
姐
金

百
六
十
六
方
向
、
鈴
金
地
区

必
幹
排
水
対
策
特
別
れ
業
負

制
全
h
行
間
十
万
円
、
初
問

地
区
股
地
開
発
事
業
れ
担
金

改
良

工
事
中

の

町
道
神
丘
六
線
線

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

日
額
は
二
千
五
百
七
円

北
海
辺
に
お
け
る
枇
低
日
令
は
.
十

一
月
十
日
か
?
ぞ
れ
ぞ
れ
下
表
的
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
穴
金
の
白
的
は
、
泣
内
に
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
の
れ
金
の
紋
低
傾
を

保
証
し
.
生
活
の
安
定
を
図
る

L
め
で
、

道
内
的
事
業
主
の
方
は
、
日
制
で
二
千

五
行
七
円

(川
間
給
で
一-
一
行
卜
問
問
)

以
上
向
日
食
を
支
払
う
こ
と
が
為
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
最
低
口
金
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
道
労
働
基
準
局
ま
た
は
函
館
労

働
基
棋
院
粁
折
、

、(
工
事
中
の
食
糧
事
務
所
)

(目白キU5~ .!I~ 111: .::父.lE)貨

越量 l川.. の

金

'" 

イEま最σコi草?華オヒ

2，860ドl "掴ドl ただし、次円引は下位向官官制が'"川されます.

食料，¥1，別辿品 111 下作却による地内'"む島、温別‘ a恨又は制'"向円蛇4怖 に " と Lて徒Jドする .y，.. 54.11.10 
2.56日

'" (21 抑制司片付けその他これ句 (.;1帆ずる陪叫な轟E崎 に主として出 '1もする折.

4凪側、 ， 斑毘 2，170 "， 衣た服f..:"L. ‘ .そ 2めK他の明の1融"制tlf製陣i品E世製 止~.時直金， ， しfとj自ヤ己〉スが宇i袋直H魁j浩"司札龍司ま寸制 .綿摘』ニ係る指摘にf是'1'する柑. 54.11.10 

2，916 '" 
f.; f..:" L. 、次~者は下段何世盲目f.> 'i!'ii!Uさ"ます.

"'..・4主制，¥";， . 01 軍基， ' 量産憎品創造品町二 f吊る縄問に健市する者であ・3 て‘眉入札惜 6 1"1単調向性能開 Il~中町 bの.
54.11.10 

事 U ・慎 t柑品
"】 幌木 ー『司製 品 別 " " 信 号 木 色 刷i立描‘つまようじ胆i立禽‘捌"L別 '"揖又はアイスス子，?パー制'"貰に

2，574 '" 
偏る指摘tニ雌，"する .f'i.{鴎械町畑作又は制慣円集帽に主として純併する布aを除 し}

関 ;Zl 刻瞳 同 乎 n'貰によるrt!.'J. ;X喧'1‘捕時司包蝉 又 は 遅 植>'1向尚司AA:'I'その他二札らに楠ずる闘枯な誕f)H.;.1三と L
て陀併する者.

Jりレプ制4・ 3.201 

'" 
ただし，次両者は下閥的官官酬が過'"きれます.

川 加工眠担泣誕.也t別品別'"晶司輯;副官持品製造 耳障 〈皿包棋眠時制itll障を除 <.rxはモの他的バルブe紙・航

'* }JII コ二 ，¥':， J.IID.ニ品 制 '"草に時るN:iUに陀'"ずる r.. 54.11.10 

民，i!l. ヨ陰 2，629 '" 
'" パルプ担 i立 高 、 紙 製 品 品t描おdもFttymtL鶴紙袋割z古前ιf品る品."ニ Lt'J~寸る判であって.宇1~ ' lfS'ニよるニん

a. ;畠別又は連側、 j問 、'" その他ニれ句に哨寸a る帆劫な端4情』ニおとして地併するも~.

"げ:1":.向】帽q ' " 日 '" 
に 1..:"L. 、二大円布 は下F量的合州市'1直 ' " されます.

'" 印 刷 却に係る推m，ニf地 '11'.・る J可であ 勺て 、 踊入札抽 6JJ .j.;: j倒的拭 flll: nll~'!'町 b 四. 54.11.10 
1..11制池膚畠 2.642 

'" 
(:1:) i庁州、 11付けそ円1也ニ札らに榊ずる軽 叫 な 峰 崎 に 二位 と Lて f;芭，"する何.

開講 '1: .(I 2.909 ， .. た 1..:"L. .次 円 折 』 主 下 町 内 全 制 が 趨 川 されます.

下 11'.による包袈 ‘ 消州、片付けそ円他ニれ句に榊する制品な盟締tニ主としてyt'J'する作. 54.11 . 1。
製品目4t~ 2，553 '" 
剛唱.""叫鴨川.

2 .995 '" 随帽金属関品市制41$. j ，下……....) 

司副i1lJ!P..tv" "哩" '" I"I!酎川円高情豊，.

n!tJJ'!(守担i刷" '" 刷入札怯 6Jl.j.;:縄問拘であゥて， 当" 質 問 州 向 指 摘 に '1，:として/.t'I'した抑11日1が‘'"芭例川山!l1I1を介前辿悦 54.11. 10 
Lて 611 .f.引相~ι~.

(?MTlt) 

2.578 '" '" ・ :U二において .1‘引司t!tln~ .j. . ~XLI 1'x.n.を!Hc冶て行う，.，)-，!1"咽 ，tI(if.て 司 ね じ{:--l.止、み均't-.loιlよ明1111的蛇防

はヒと Lて f，VJーする L四 .

1:11 抑制、料用‘片付t十、制 ドそ伺他 ニ れらに訓ずる制勧0:，.'Yo!}Hニれとして !Jf:.Jもする何，

， ，且1

'" 卸明機 7内州、)¥'{-jけの描，.，ニ"として 1."('J ~する何は1-"1".1:同，~削均 ';&111 され車 '1 .

小売蝿

.tr~Jé車2 ・ 'J.. /e鷺 ただ L‘よ人円作は北端'"舵ht.1t古... (1:.1己〉 カr直川され ま寸. 54. I 1 .10 
2.531 

'" 刷人'"量 6IJ .+.;，i崎町

01 制服、 iY;胤昨日立て的寓怖に係る"能円11.'1'円七円，

(21 敵角的における a岡 " " 耐 の 比 刊.

イi 1.比配" 4.337 ¥¥  坑内11'首位に雌'ドする1"1. ( tl~ S'H1' Yl Iニ健 』もする，'n;t.-lti陣地舵'J<町宮町 { ト"己 ) >'J'j直川きれま す } 54. 2 15 

官聖楓員百+剖E 4. 15日 ¥¥  坑内nJ.Ylに健 eドす る 計 (II(S'トf1'ltilニt壇."する.f'.-rよ-lti幅;a陪'"間金(1'一・!l!) が直川きれ卓寸.1 54.2 . 15 

男'J) 

一
万
円
を
追
加

第 3固定

例 町 議 会

九
十
六
万
円
、
造
林
保
有
事
業
委
託
料

六
十
三
万
円
、
八
束
杭
ポ
ー
リ
ン
グ
測

班
委
託
料
行
方
向
、
政
印
刷柑測
nM
設
計

委
託
料
百
九
十
四
万
八
千
円
、
町
道
舗

装
工
事

一
千
七
百
万
円

(
緑
団
地
制
L

H
一
五
三
灯
、
南
線
L
H
一
九
五
灯
、

東
山
手
線
L
H
一
八
O
灯
、
南
栄
線
L

H
四
九
二
V
M
.

栄
線
L
H
一
八
七
い
川
、
略

総
L
H
一一一
五
幻
)
山
間
線
道
路
外
、
用

地
購
入
山
口
七
イ
万
円

忠
岡
線
外
、
物
件

補
償
資
百
五
十
五
万
円
)

ま
た
転
作
促
進
特
別
対
策
事
業
補
助

金
七
百
七
十
四
万
円
、
盟
回
線
道
路
改

良
工
事
二
百
七
十

一
方
凶
千
円
‘
公
住

建
設
地
位
制
査
委
託
料
開
十
五
万
四
千

円
、
楠
山
広
域
川
防
組
A
H
れ
判
金
凶
寸

六
万
九
千
円
、
鼎
山
業
教
育
設
備
備
日山
U

五」
，万
円
が
減
制
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
地
方
交
付
税
二

千
二
十
二
万
三
千
円
、
国
庫
支
出
金
三

十
三
万
五
千
円
、
道
支
出
金
三
千
七
百

七
十
四
万
問
千
円
、
町
的
二
千
五
十円
八

寸
万
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

。
特
別
会
計
補
正
予
算

国
似
合
川
施
設
勘
定
で
は
経
常
経
的

な
ど
の
病
院
事
業
費
用
に
四
百
六
万
二

干
同
が
追
加
さ
れ
収
益
的
支
出
総
額
は

。
今
世
間
職
只
旅
賀
支
給
条
例
の

一
部

l
i
 

d
-4
 

0

At
金
川
特
別
臓
の
胤
州
側

-
問
問
弁

償
制
の
支
給
条
例
の

一
部
改
正

〈
〉
証
人
等
町
尖
山
日
弁
償
に
闘
す
る
条
例

の
一
部
改
正

〈
〉
今
金
町
国
民
健
康
保
険
組
営
協
議
会

委

H
の
報
酬
制
、
山
H
問
弁
償
傾
向
支

給
条
例
的

一
部
改
正

i
n一
日
か
旬
日
当
・術
的
料
報
酬

制

'W問
弁
怖
が
引
ヒ
げ
旬
、
札
ま
し
た
。

( 2 ) 

五
億
六
千
三
行
五
十
五
万
四
千
円
に
な

り
、
ま
た
資
本
的
支
出
に
お
い
て
は
機

械
備
品
喝
の
附
人
的
五
」
1

九
万
七
千
川

が
追
加
さ
れ
、
資
本
的
支
出
総
制
は

一

億
六
千
百
五
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

。
専
決
処
分
の
報
告

今
金
中
学
校
改
築
工
事
(挫
築
工
F
)

の
設
計
玄
史
に
よ
り
的
負
余
似
が
行
九

十
三
万
円

m制
さ
れ
.
=
問
問
Z
1
1
ハ行

六
十
万
円
と
む
り
ま
し
た
。

。
一
般
質
問

五
議
円
以
か
ら
①
今
金
町
に
お
け
る
良
川

業
摂
興
の
具
体
策
は
(
水
田
利
用
再
細
川

対
策
に
よ
る
転
作
田
町
布
効
利
用
の
巧
川
定
例
町
議
会
に
お
い
て
総
務
建
設
‘

え
)
道
路

・
柿
従
の
改
修
促
進

(通
学
酬
陀
業
常
任
長
い
H
会
に
付
託
さ
れ
た
版
制

路
線
の
道
路
務
備
)
問
克
服
生
徒
円
以
酬
の
簿
作
針
決
が
、
次
の
よ
う
に
州
刊
行
さ

彬
制
皮
現
今
金
中
学
校
校
品
川町
跡
馴
れ
ま
し
た
。

地
対
策
③
商
産
振
興

(庄

町

内

将

人

州

〈
総
務
常
任
委
員
会
}

種
牡
喝
の
導
入
)
鉄
道
横
断
橋
の
有
お
酬
マ
灘
病
中
ぶ
有
号
に
対
す
る
助
成

化
遺
河
川
切
答
跡
地
の
幣
備
促
進
方
、
川
町
村
段
附
で
直
ち
に
対
応
す
る
こ
と

緑
町
か
ら
南
町
に
通
じ
る
道
路
町
桜
山
川
酬
は
困
難
と
布
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
趣

と
住
宅
環
同
栄
ψ
冬
期
間
の
燃
料
附
保
と
川
行
は
奴
択
川
辺
に
お
い
て
制
度
化

側
格
的
統

一
⑤
げ
会
性
的
巡
川

(総
酬
さ
れ
る
よ
う
附
草
さ
れ
た
い
。

A
H
か
ん
訓
抑
進
委

μ会
事
務
局
的
移
転
川
マ
八
東
小
中
ザ
校
人
口
に
防
犯
灯
の
設

に
つ
い
て
)
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
州
出
に
つ
い
て

発
言
の
内
容
は
「
談
会
だ
よ
り
」
で
お
知
酬
願
意
妥
当
と
認
的
採
択

句
せ
し
ま
す
。

酬
マ
金
又
地
区
内
水
泊
施
認
に
つ
い
て

。
椅
願
・
要
望
意
見
書

川

昭

如

4
1五
年
度
実
施
と
な
る
よ
う

「
一
般
消
刊
H
M
悦
新
芯
反
対
」「
J
U
VU

林
地
自
酬
験
付
さ
れ
た
い
。

引
法
制
存
続
」「
制
rt刊
八
一
冷
地
周
川
促
進
川

マ

一
般
前
山
口
脱
出
押
入
反
対
に
係
る
嬰
ザ

給
付
令
制
度
継
続
」
円
前
刷
在
比
山
荒
川
則
立
安
当
と
認
的
保
択
、
関
係
機
関

が
抹
択
さ
れ
、
町
議
会
か
ら
関
係
機
附
川
に
対
し
て
沼
見
出
向
松
山
を
要
す
る

に
対
L
要
望
意
見
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
川

〈
建
設
常
任
委
員
会
〉

た

。

州

ヤ

八

東

地

区

内

町

野

山

明

書

」
委
員
会
審
査
調
査
・
報
告

ヲ1]"f直JJ;J;~ .W.{ Wii: '1:1-辛f

川
町
辺
町
桃
川
竹
内
に
係
る
も
の
な
の

酬
で
刷
苦
歪
当
と
認
め
抹
択

酬
守
利
別
川
上
流
地
区
、
河
川
改
修
促
進

川
及
び
か
ん
が
い
用
水
安
定
使
用
確
保

酬

に

つ
い
て

一
川
利
別
川
」
流
町
災
山
川
口
防
止
と
既
仰
木

川
刈
附
似
円
前
官
一
明
で
あ
る
の
で
、
剛
志

州
安
当
と
認
め
M
M
沢
、
こ
れ
の
災
瓜
仁

川
関
係
機
関
に
対
し
て
強
く
要
請
さ
れ

川
た
ー
に

川

〈産
業
常
任
委
員
会
V

川
マ
光
ム
リ
部
活
会
館
総
設
に
作
ヲ
補
助
制
官

剛

山

に

つ
い
て

川
断
む
妥
当
と
政
的
保
択
、

一
十
戸
以

川
干
脱
皮
肉
郎
廿
師
会
館
等
何
処
技
術
助

川
に
つ
い
て
、
建
築
伎
の
実
仰
を
Y
J
え

馴
現
行
補
助
規
則
を
大
制
改
正
し
対
応

酬
さ
れ
る
よ
一
つ
要
望
す
る
。

川
マ
階
段
一
一
州
事
業
に
伴
一
つ
ス
ノ

l
ブ
ロ

川

ア

1
4入
制
肋
に
つ
い
て

酬
特
別
対
策
事
業
で
あ
る
の
で
町
に
お

酬

い

て

も

道

賀

川
肋
同
程
度
内
助
成

川
措
置
を
講
ぜ
り
札
る
よ
う
要
望
す
る

川
マ
東
部
開
光
町
惟
進
に
つ
い
て

一
川
京
部
開
発
に
つ
い
て
は
、
五
十
五
年

酬
度
会
計
民
求
内
段
階
に
お
い
て
、
土

州
地
取
得
及
び
常
山
知
引
を
充
災
し
て

州
関
係
者
に
対
す
る
安
定
し
た
事
業
方

一

向

主

L
2
4
7草
さ
れ
た
い

川

1ヒ訂正丑主世主 i曲目U 五E 品~ }，..j 

国
民
健
康
保
険
税

《
五
期
》

十
一
月
三
十
日
ま
で

( 3 ) 



してくらせる囲みよいまちをめざす

着工設工

H麦

ノ
¥

主
円

待望の園保病院

カ込

55年北部檎山の基幹病院として完成

北
部
柏
山
の
法
幹
医
療
地
設
で
あ
る

町
阿
保
州
民
新
築
工
作
'
の
起
工
式
が

」l
月
六
日
現
病
院
う
ら
敷
地
内
に
お
い

て
般
胤
に
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
川
川
同
一
制
院
は
.
明
和

ニ
ト
ニ

4
に
佳
品
し
た
木
造

ι

中
京
処
て
。
以
来

リ
ハ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ン
ョ
ン
の
新
設
等

明
改
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
主
約
化

が
激
し
く
、
人
院
忠
布
行
』
イ
人
余
、

一
日
平
均
通
院
忠
お
二
行
七
イ
人
余
を

診
療
す
る
に
は
手
狭
に

4
っ
て
お
り
ま

す
。

町
で
は
、
同
庫
補
助
、
起
似
の

見
通
し
を
待
ま
し
た
の
で
、
工
期
を
五

十
五
年
十
月
十
五
日
完
成
を
目
途
と
し

て
、
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
計
画
に
よ
リ
ま
す
と
、
本
年
度

は
刑
判
リ
ハ
ビ
リ
平
家
部
分
の
二
階
か

さ
上
げ
と
本
体
大
半
の
杭
打
等

収

病

械
を
取
リ
加
し
な
が
ら
他
忍
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
山
川
院
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
泣

リ
ニ
開
処
て
、
延
べ
間
千
九
百
三
平
方

H
川
町
川
代
的
な
病
院
に
生
ま
れ
代
わ
り

辛
す
。
新
施
設
は
現
在
的
百
六
円
病
床

が
百
二
十
床
に
拡
充
さ
れ
る
ほ
か
、
内

科

・
外
科

・
小
児
科
-
婦
人
科
町
四
科

と
レ
ン
ト
ゲ
ン
室

。
諸
検
査
室

リ

ハ

ヒ
リ
地
設
な
ど
を
完
備
医
療
機
械、

仙
岡山
頼
も
約

一
億
一
千
万
円
を
委
し
て

li 

潔

な

病

院

整
備
さ
れ
ま
す
。

ベ
y
ド
の
数
は
、
一
般
に
』
十
一一
、
主

人
間
山
」
l

凶
、
結
骸
用
五
、
リ
ハ
ビ
リ

忠
者
川
十
八
と
主
り
、
必
制
川
は
地
下
九
日

時
に
似
日
む
さ
れ
ま
す
。

処
物
的
特
徴
は
何
と
い

っ
て
も

い
ま
ま
で
む
か
っ
た
別
配
布
川
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

一
法
が
投
出
さ
れ
る
ほ
か
、
山

~ι訓

が
ru

山
川
、
人
院
中
広
山
山
内
町
出
帆
L
L
や
、
主

人
似
山
市
出
品な
ど
が
設
け
り
れ
、
住
物
内

窓
し
一二
車
と
也
リ

「
岐
か
く

消
淑

な
病
院
」
と
し
て
町
民

M
Mの
よ
り

今会・咽俸制個諭陣岨・
ヤ'・、

新国保病院の 2階平面図

ー一一 一一一一千 ーも司

L...!既"'伝後術 J

充
尖
な
地
d
と
し
て
則
併
さ
札
ま
す
。

総戸
市
'
業
代
九
位
二
T
万
円
門
川
町
制
と

し
て
は
国
か
ら
の
削
助
金
が
一一
千

百
七

1
万
阿
起
山
川
が
六
億
二
下
↓一
FU

五
十
八
万
円
を
計
上
、
町
内
一
般
財
源

は
.
二
億
七
千
五
百
五
イ

一
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

新

国

保

病

院

の

組f{玄関

' 
afllJ人口• 

ポイラ険幡市

6 ft; 11 

" 弘司4

6 Il;叩

Il!) 

ナーええテ~" .~

U¥{ 

'1'吃1.-.1$

"広市

2比率

zIn1 

'"、引

" 配当S

6 Ik引

C 4 ) 

階

平

面

図

検住宅一 2

e貴金率一 l
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畑*ール
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jS引 221E2h15日35fMM、花園j
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酬

、、わか.家の戸イドjレN

jj川削!行さんの民主 (jj古)

利差ちゃん it9叫山

わたし 車が大 時き 11 

オイノレンヨ I7てザ》まり追い

ところへは行けないけど

今日は l人で巡転Lてみた何

気分J，えl.;j//

駄
の
訪
れ
と
と

も

に

輸
1
d
活
動

が
日
光
と
な
り
、

ニ
町
時
則
か
句
が

般
が
相
加
し
て
い

ま
す
.
九
川
ニ
ト

点
目
楠
山
北
n
M
生

一一
ト
ド
れ
人
が
、
思

い円
f
中
服
に
抗
色

い
タ
ス
キ
を
か
け

役
場
を
幼
れ
、
町

長
に
対
し
、
伐
ら

は

「安
全
逆
転
向

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

に
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

医語百五 古Lら"tto口0 1主報 ロロ お Lらせ口口 E 広報 ロロ お Lらせ ロロロ 広 報 口 口 おしらせ ロ q

トラブルが光生して、、ます.

すてーに作l災j師 Iflγグラ;窓口に ζ 町ょっ

なあ、、まいな取'JI合したためtミヅミlJtを

したと、、ゥ "割ミヵ<flH止さ"てJ;りま曾ー

ヵe そヲしたlJtをして出ること(7)>:... ~、

ょう fウ〉ご討泌を (jUiR有I1lU健省 )

・心配ごと相 臨南町聞睦

雨館地 }JtE掛川. 副fil\人~lIì捕直"""
協沼会では、人柄欄，，(iili動向 一血として

U 也 艇出町民民組 i"，)占師金蛇

:rr..，1":. j出荷とのトラブル均身J止カな出

i IIIUJ岨などについてHJ品に応じます. 

.fJlJ炎 F勾f'i='ニ'コL、ては υ3狗[!.'a;-. tY HJ {主

情料。

[>相IJ;J地"

固
感
謝
し
ま
す
固

圃
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
続
・
払
い
出
し

マ
仰
山
北
町
三
年
B
組
(代
表
・干
梨
剛

さ
ん
)
か
ら

一
万
四
千
円
を
今
金
町
社

4
仏
祉
協
議
会

(愛
附
銀
行
)
へ
。

マ
今
金
町
商
工
会
婦
人
部

(
代
表
狭
山

リ
カ
さ
ん
)
が
産
業
ま
つ
り
、
ビ
ー
ル

然
的
益
金
五
千
円
を
光
同
盟
学
聞
に
、

同
円
す
を
州
芸
吋
図
へ
。

マ
山
本
久
さ
ん
(
八
束
)
か
ら
亡
き
母

が
盟
舟
図
に
お
世
話
に
な
っ
た
滞
礼
と

し
て
十
万
六
千
七
百
五
十
円
多
角
且
寿
困

へ
。
マ
吉
間
サ
ツ
さ
ん
(
山
静
幽
)
か

ら
現
在
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
謝
礼
と

し
て
十
万
円
安
削
岩
持
図
へ
。

守
今
金
町
内同
協
デ
バ
ト
か
ら
祭
典
ウ

ル
ト
ラ
ン
ョ

l
益
金
各
五
千
円
を
光
の

盟
学
問
と
盟
舟
図
ヘ
マ
伊
藤
寿
久
さ
ん

(英
利
河
)
か
ら
五
千
円
や
両
足
間
帯
悶
ヘ

マ
大
作
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

各
三
千
円
光
町
虫
学
閣
と
小
百
合
似
育

園
ヘ
マ
今
金
町
老
人
ク
ラ
ブ

(代
表
鈴

木
全
蔵
さ
ん
)
か
句
お
む
つ
百
八
枚
、

li 

刊月11日~刊月17白書で

税金には、 定の手続きをす

る こ とCよって、納税者 の み8

さん巳奇利こ怠るいろいろ忽場

合ガあることをご存知です刀。

定とえば、マイホームを新築

したとき、火災や風水害にあつ

だとき、多額の医療費を支払つ

だ と き 芯 どCは、一定の手続き

(箆定申告1c(ど)を耳れ1"税金

15戻 ってきだり、軽減されたり

しま雪。 11月11日 刀 ら17日 ま で

は「視を知る週間J で可。

この週間は、悦のしくみや、

税金刀どのように役立てられて

い る か 芯 どをあ知らゼ守るとと

もに、正しい税¢知議を広める

ごとを邑的としています。

その疋め八雲税務署では悦金

のゆくえ写頁展、巡回税務栂談

などを行います。舎金町で1"11 

月6 .7'8日 午 後7時から今

会商工会で「古色毅室J を開設

しCfCすからお気時にご利用くt'.

さい。

主主お悦金のことで、わから広

いことや知り疋いことガありま

し疋う、八雲税務苫へご相談く

ださい。

( 6 ) 

税を知る週間

雑
巾
八
十
枚
、
ジ
ュ
ー
ス
百
如
、
カ
ス

テ
l
ラ
八
十
八
側
、
笠
寿
国
へ
、
雑
巾

各
九
十
枚
光
町
虫
学
阻
今
金
小
学
校

今
金
中
学
校
ヘ
マ
佐
竹
紀
道
さ
ん
(
花

石
)
か
句
十
万
円
笠
舟
凶
へ

マ
今
金
中
学
校
か
ら
雑
巾
の
寄
附
を
受

け
た
返
札
と
し
て
さ一
千
問
今
金
町
老
人

ク
ラ
ブ
ヘ
マ
日
赤
今
金
奉
仕
団

(代
表

伊
聯
ト
ミ
ノ
さ
ん
)
か
ら
各
五
千
円
火

災
に
あ
わ
れ
た
山
田
勉
さ
ん
、
木
村
信

雄
さ
ん
へ
マ
般
川
婦
人
会

(代
表
出
航

政
子
さ
ん
)
盟
舟
図
的
庭
園
花
だ
ん

の
帰
除
延
べ
一
一
四
時
間
労
力
奉
仕
マ

鶴
川
老
人
ク
ラ
ブ
(
代
表
事
官
幸
次
郎

さ
ん
)
説
寿
図
的
い
ち
ご
回
・花
だ
ん
草

取
り
延
べ

一二
0
時
間
労
力
奉
仕
守
町

議
会
総
務
出
任
委

μ会
(
代
表
狭
間
勝

昭
さ
ん
)
か
ら
フ
ァ
ン
タ
五
十
五
本
盟

舟
凶
ヘ
マ
商
品
千
三
さ
ん
(
奥
位
川
)か

か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
五
J
M
，U
寿
図

ヘ
マ
吉
田
文
子
き
ん
(
種
川
)
か
ら
出
産

を
記
念
し
て
お
し
ぼ
リ
五
十

一
枚
位
持

図
へ
|
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
、
事
仕
を
さ
れ

ま
し
た
。

S4J句 11))27 n 火}

午前同時~午憧 3岬

b拍所今金町民セ J ター

圃所骨組郷町2期分の納聞は11月末

11月(j.)i)i'f! ~手足郁 2 刷タ子町納4礼的"て々

す.納抗する聞は 一般の人は 6月に

お4掛轡カ句im知されて必リ、また 特

);1)農業iifrf!J.占的2ふうイヤは'0丹 15nまでに

悦時特カ句岨如されま「か句 そ町金

書刊を 11JJ 1凶カら 11月30日までグ，1川に

.内グ〉て <I~ さ、、.

なお 11l怠:i.I.. 三思S:f!1'..: f玄訴えザ手Iニよる

lJtも'など的たグ>. ~j手伝〉グ) ~.!. h'Ujl'Mtヵe

率見:r:jJ瞥カ句グ，;必伺，)肝iよ り三vな〈なると

比iるまれる人は 11川日 8 (災';!:-蹴免

i-1::によるJ-j，.J， Ú-は~ :..I.C-町あった"カ句 2

そ...JI1-:J，内) ~て'に干H.:tJJ啓に子ユ徒三制制見宮町

町尚之杏(ilklU己的 ql~i'Jをするニとがで:きます.

所 1!J.，f.IL的納税は制金 U 曜か句町出枠

制度合判川されると下散がかか均ず間

'"です八雪組掛'lf)・11月四件目当番臣
38 今金問T同 fみH柑院

4 I:l -1ヒ'"山町了a](A-油相院ミ

I 1 FI <'" {(J;町田向I荊院

18 rI 今金田r í~{UI!ß 院

23日 4--:?l: 凶J ゼ s 川i 隆三 ~~

25 EI -1ヒe術，"府T]Ji]OMt.唱臥ミ
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②

岳

②

②

②

骨

官

官

官

官

官

官

。ひとりあるいは事腕だけで "維を

叫んて円‘る }J"む}JU人でさま寸一回

_1，j，f!グ'"十台怜{ま

.主;rlj3 )j 刊 ( M:M: l. (時ol~J て"500円 Eー

さん) まで師範1m内で H山に会的て

加入て.. ~ ます Q 1m人後4針金的削 減

プ"で与 ます.~た川í141 い L できます.

・ニ町制度向く h しいニとは今金商工

会または 二年 '-J'何時仁労帥，，~へ.

.今金で軸揖I)IIOを開睦します.

町では p仁品職業訓刷出法び刷柿職安

グ川必力企 f!fて附JII'.1 ) J -.lニ1.Jカら 3)Jr
，，'まで~*\I 3ャ月間， '件'.L JUJ~f3!忠2'，例制U を

五抽しま寸 圃二円訓¥*""'I~ {ニは火薬附門
金を文相しま寸ので 特例受加世相名

(501:1--11年金町人〉日 あっては特例一

時金的ぷ桁を受けるIl句に受講町'1・込み

をして <f.!さも、.そ<n'也 守阜リ処として
受講千 "'， 辿附す:""'，など町文章命浄もあ

リます. 訓腕千十日 Iま叫唖型仲4同で筋線

人Hは20人です. 受"傍受付はは月 15日

誌で世柏市fに組光品へ111し山〈ださ、、

.お隼去っ~年賀はが舎を尭揖

昨HI1S51J乙グ")j-;i il'.li'"コ ~ll~:n:l j.ヵ < ~予を

1I H 5 1l{J 1)カら.，内作9引盟~J;;j J，えE〆υJ二子-

.;;:;リさ c;X'~ ji.叶で'S'l!;./~します f'RX“はす子

付金っき 21円と市付金なし201'J的 2f:!R 

M です.

i'li"{ドJ;勾乙li0') .r，'， 1'， {;I:.コン， ，クトカ ノ

ラ、 27Yポケ y トカメラ 3 ':'} T~紙セ

y 卜.

ーあい まい弘~1i'i:llX弓''''眠、、にご，主愈をN

M:i丘、命的「叫べ耽づLJ.. r品物条例

f寸/;:;口」、r子，f;¥lllth'.!巧;， と制して、お

存カ勺"合同一山川砕を出，m:1宏、予約

金として去け"Rってキ?っぅピ口11¥(，;Iカ A
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な
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ろ
い
ろ
な
場
而
で

あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

刺
し
み
や
倣
v
主
主
』
め

た
あ
い
さ
つ
言
葉
は
、
円

満
主
人
間
関
係
を
作
り
出

す
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

「お
耕
一
つ
ご
さ
い
ま
す
」

「羽
い
で
す
ね
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寸
よ
く
降
り
ま
す
ね
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本
当
に
よ
く
附
り
ま
「
川
」

す
ね
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一守

一

こ
ん
な
何
で
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な
い
時
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あ
い
さ
つ
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お
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。
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マ
ハ
ン
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出
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て
い
る
千
が
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ん

だ
ん
下
っ
て
く
る
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片
手
ハ
ン
ド
ル
で
辺
転
し
、
右
腕
を

窓
に
掛
け
た
り
、

t
守
山
河
を
右
側
に

傾
け
て
ド
ア
に
も
た
れ
た
リ
す
る
。

マ
ア
ゴ
が
出
て
く
る
。

マ
日出
を
モ
ジ
モ
ジ
さ
せ
全
体
に
ゆ
市
ち

苅
き
が
な
く
な
る
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の
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な
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始
め
る
と
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山
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訓
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で
す
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だ
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っ
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リ

似
を
つ
く
る
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山
え
ま
す
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過
切
な
処
訟
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
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の
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あ
い
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軽
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い
た
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っ
て
止
ま
り
ま
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し
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〉

す
。似

が
探
く
血
が
止
ま
ら
な
い
と

き
は
ガ
l
ゼ
な
ど
で
似
口
を
お

さ
え
て
お
近
く
の
外
科
医
へ
。

〈
傷
口
の
消
審
〉

似
口
か
ら
細
山
闘
が
人
ら
な
い
よ

う
に
、
ド
ロ
な
ど
は
き
れ
い
な
水

で
よ
く
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

向
日
に
は
オ
キ
ン
ド
l
ル
を
た

り
し
‘
凶
器
ガ
ー
ゼ
ま
た
は
脱
脂

綿
で
ア
ワ
を
お
さ
、
え
る
よ
一
ヲ
に
し

て
わ
き
と
り
、
そ
の
あ
と
、
市
川
口

の
周
リ
は
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
な
ど
を

つ
け
て
的
識
し
ま
す
。

〈
傷
口
の
手
当
て
〉
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U
に
は
軟
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を
ぬ
り
、
叫
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市
ガ
1
ゼ
か
、
治
相
側
な
布
を
当
て
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包
併
を
在
き
ま
す
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小
さ
志
向

主
旬
、
ガ
ゼ
付
き
枚
急
パ
ン
ゾ

ウ
コ
ウ
が
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利
で
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。

ま
た
ト
ゲ
が
様
く
さ
さ
っ
た
場

合
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、
ぬ
い
た
あ
と
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
と
岐
似
風
に
か

か
る
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れ
が
あ
り
ま
す
か
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、
外

付
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で
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療
を
受
け
ま
し
ょ
一
ヲ
。
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秩
父
事
件
全
道
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会
が
今
金
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で
開
催
さ
る
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一

秩

父

F
件
町
小
心
人
物
の

↑
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、
小
川
(
お
が
一

一

し
わ
)
常
次
郎
町
足
跡
を
た
ど
り
民
衆
央
児
ん
に
一

一

新
し
い
ス
ポ
y

を
引
て
よ
う
!
と
今
令
集
会
が
一

一

二
卜

一

u下
後

一
時
か
ら
町
民
セ
ン
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ー
で
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か
一

一

れ

ま
し
た
。
集
会
に
は
、
札
脱
出
ヤ
北
礼
、
そ
れ
に
点
一

一

肌

虫

、間
山
県
か

?
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民
衆
史
を
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し
て
い
一

一
る
人
た
ち
合
わ
せ
て
行
人
余
リ
が
参
加
。
映
画
秋
一

一

父

F
円
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み
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あ
と
記
鈷
映
画
作
家
的
政
林
仰

一

一
治
氏
が
寸
秩
父
市
が
け
と
北
海
道
」
に
つ
い
て
必
摘
。

一

一
こ
の
あ
と
山
山
者
全

μ
で
民
衆
史
掘
り
お
こ
し
交
一
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流
会
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し
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。
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今
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予
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看
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作
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川
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一

一
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域
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A
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A
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で
は
業
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一
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い
い
間
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け
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約
迎
山
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か
』
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一

一
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ま

し

た

一
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場
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防
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川
川
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一
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を
引
く
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。
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一
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か
け
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り
ま
す
。
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